
奈良県人権教育研究会　　「男女」共生部会　拡大学習会記録　　　２０１２．８．２８
　講演内容の記録ですが、特にお伝えしたい部分を要約して記したものであることをふまえてお読みいただけるとありがたいです。
       学校内での「男女」共生を進めるために
「労働」に見る女性の人権　　　　　大阪府立大学　伊田久美子さん
はじめに
　大阪府立大学には女性学研究センターが設置されている。関西の女性学、ジェンダー研究の拠点である。
専門は、労働研究。家事労働も含めた労働。
　男女参画社会が叫ばれて久しい。もう十分という人もいるが、現状はまったく不十分な状態である。　部会の昨年のアンケート結果、興味深く見せてもらった。男女二人の子どもの親として感じてきたことと重なることも多い。アンケート結果からも、印象からも中学校には根強い差別的ジェンダー区分が残っているように感じる。小学校のＰＴＡ副会長をしたとき、教育委員会との学習会で混合名簿ではない理由をきいたが、事務が煩雑になると言われた。子どもたちのためになることなら、多少煩雑でもしてほしいと思ったが…。
　名簿だけで何が変わるのかと言われるが、ずいぶん違うと思う。分けること、男女と言うだけで男が先というイメージがつく。自分の息子も何かの時に「男が先や。」と言ったことがある。家庭でそういう意識をもったとは思いにくい。子どもは当然ながら家庭の中のみで育つのではない。社会において様々な影響を受ける。
　「人間」といわれて思いつくのは？というアンケートを実施したことがある。男を思い浮かべる人が多い。世界的にも、男女で名簿を分けていることは珍しい。不都合は特にあがっていない。
　日本や韓国では、どこかしら、男が中心になっている。韓国で、電車のつり革の高さの基準を男性の平均身長から男女の平均身長に変更することになり、１０センチ下げられた。男性でも標準からはずれると、不都合があるはず。必要以上に分け、標準男性を基準にすることで、女も男も困ることがある。
本題  （資料参照…行頭の数字はパワーポイントのページ数）
２，「女性の人権」って、当たり前？
　当たり前になったのが、結構新しい。資料にある権利
  ここ２０年位のものも…。
３，日本だけではない。
　世界的にも、参政権に関しては第２次世界大戦後。
　イタリアの例
　アラブ諸国では、今でも…
４，女性の人権問題は意外に新しいテーマである。
　人権を論じるときの人間は誰なのか？
５，７０年代以降の国連の動向と日本の政策的展開
　外交的なメンツのために成立したのが実情！
６，１９９０年代以降の展開
  　２００６年の男女雇用機会均等法で男女共に　
７，国際比較にみる日本の女性
  ＨＤＩ、ＧＩＩ…結構高い　（保健分野で高い）
８，ＧＧＩ（ジェンダー・ギャップ・指数）とは？
　９８位　とても低い　
９，２００６～２０１１　ジェンダーギャップ指数の推移（日本）
　グラフが横ばい。→よくなってない！
１０，２０１１年のＧＧＩ　９８位
　１に近いほど平等である。　
   下が政治。政治が悪い。
１１，健康は世界トップ　でも、政治は１０１位              
１３，急激に増加した女性の大学進学
１５，学校種類別進学率の推移
　学科によって男女に差がある。
１６，本務教員総数に占める女性の割合
　教諭は多いが校長は少ない。まだ、小学校はましで、女性も校長がいる。
　大学学長　増えているとは言われているが…
１７，研究者に占める女性
　非常に少ない。１３％。
　企業間の会議等で、外国からは女性も出てくるのに、日本からは男性ばかりということがよくある。
１８，高等教育を受けた女性の就業率
高等教育を受けた女性が、社会で活躍できているか？　
社会で学んだことが生かせているのか？
追加資料
学歴が低いほど賃金格差は大きい
５０～５４まで年齢が高まるにつれて賃金格差は大きくなる。
　一般労働者…正社員あるいは正社員と同じくらい働いている労働者のこと。
　男性は年々上がっていくが、女性は上がらない。年々男女格差は大きくなる
  大卒はましであるが…。
１９，賃金総額男女比の国際比較
　賃金が、男女にどのように分配されているかがわかる。
　日本の女性は、韓国より低い。
２０，賃金総額男女比の推移
　諸外国が右肩上がり（この２０年で改善されている）なのに対して、日本はほとんど変わらない！男女の格差をなくしていく政策的な努力が足りないのではないか。
２２，男性の年収は500万前後
　実線…正規　　波線…非正規　　男性でも正規と非正規では差がある。
２３，低い女性の年収
　非正規がとても多い。いわゆる１０３万の壁を意識した働き方でピークが１００万くらい。
２４，なかなか出世できない女性：「女性間格差」の実態
　右肩上がりになっていると思うが、グラフの縦軸の一番上がたった１８％。進んでいない現状。
２８，一般労働者の場合
２９，短時間労働者の場合
　女性の方が不利
２５，女性の非正規は５０％を超えている
２６，フリーターの定義（内閣府）
　フリーターの定義が男女で違う！
　女性だけ未婚者に限っている！！
　結婚すると、一生めんどうみてもらえるという時代ではないのに…。
　今までの、ジェンダー意識が残っている。
　結婚した女性を「主婦」としてはずしている。
３０，ジェンダーと世代からみる非正規化       
　既婚者を除いた定義に従った集計でも、女性の方が多い。
３１，フリーターはすべての層で女性が多い。
　女性の方が多いのに、フリーター問題では、男性にスポットが当てられている！
　結婚するまでの期間だけ働く女性がフリーターになっていると思われているが違う。
２７，２５歳時にフリーターだった人と正社員だった人のその後の配偶者割合（女性）
　正社員だった人よりフリーターだった人の方が結婚できていない！男性と同じ傾向がある。
３２，女性の貧困率は男性より高い
　こういうデータが今までなかった。　
　世帯の場合、均等割で、おおざっぱな試算になっている。
　女性の方が、貧困である。とりわけ、高齢者になると女性の貧困が顕著に。
　統計データが出てきたこと…やっとこういうことに意識が向いてきたということ。
３３，年収の推移
　母子・父子・一般　　こういう並びのグラフがあまり見あたらない
　母子はもちろん、父子も、一般より低い。
　　男性も、男女が平等でない社会では、よくないことがわかる。
　　子どもがいると（親として生きていくと）、残業や休日の仕事がしにくい。→低収入
　　相談にいっても、女（妹・祖母など面倒をみてくれる女の人）が近くにいないのかな　　どと言われる。
　　ＰＴＡのお祭りの時…子供がけが「お母さんは！」と叫ぶ人たち。父親はいるのに…
３４，母子家庭の貧困
  日本の母子家庭は、働いているのに貧困から抜け出せない！
３５，夫の家事時間は３０分
　専業主婦の夫の方がやや多い！なぜ？
３６，生活時間の男女比較（平日）
　　ほんの少しずつ増えている　男　　変化なし　女
３７，生活時間の男女比較（休日）
　　女性の家事時間は、平日と変わらない！でも男性は違う。テレビ視聴が多い。
３８，Ｍ字の上げ底の意味は？
　　晩婚化、出産年齢が上がったから
　　（出産後も働き続けられるからではない！）
３９，出産後退職する人が、むしろ増えている。
４０，希望通りに働けない女性
　女性の希望ならいいではないか。といわれるが、希望ではない場合も。
４１，都道府県労働局雇用均等室への相談
　多いのが、セクハラ。次いで多いのが、婚姻・妊娠等。
４２，相談内容の内訳
　婚姻・妊娠・子育て　に関わるトラブル。子育てしながら働きにくい現実。
４３，労働時間の長時間化
　働き盛りの男性の労働が、過酷。これに、通勤時間を入れるとさらに…。
　家事、子育ての時間がない！
４４，自殺率
　金融機関の倒産など、　Ｈ１０～　急激に増えている。
　景気の変動と自殺率が連動している。困ったことを言えない男性。
４５，年齢別自殺者数
　働き盛りに増えている。
４６，日本の長時間労働
　世界的に、進んでいる男女格差の解消。日本も進んでいないわけではないが、実状に合わない考え方（男は仕事、女は家庭）が根強く残っており、世界との差が生じている。
４７，時事通信
　EUにおける試算では、男女間格差を解消すれば、ＧＤＰを２７％押し上げられる。
　先進国であるスエーデンでも労働力確保のために高齢社会への対策として、納税者を増やすために男女平等が進んだ。日本は根強く残る意識が妨げている。　
　管理職などトップへの研修を義務付けすることが必要ではある。
４８，性別役割分業の意味
　女の方が働いている。（有償・無償を合わせて）
　労働者＝男性のイメージがある。実際には４割が女性
　学校教育への要望…育児休暇は男性もとれるなど、労働者の権利などを義務教育で教　　　　　　　　えてほしい。
　稼げる仕事が男性　稼げない仕事が女性
　働く以外を選べない男性
　標準的家族像が、そうでない人（だれもがなりえる）を追い詰めている。
　標準家庭も、行き詰まっている。自殺の増加。
　アンケート　女性に働いてほしいが増えている
　一人でも生きていける。ケアする家族と共に生きていける。
　教育する側が、身をもって示す。ものの見方、生活の仕方を見直していくことも大切。
皆さんの意見や思いも伺いたい。
質問・感想・意見（Ａはそれに対する伊田さんのコメント）
　＊中学　転勤　１４年間
　　混合名簿→男女別の学校へ
　　　分けることでの違和感　
　　　教職員の生徒の味方・管理職の教職員の見方も違うのでは？
　　　Ｑ教職員の研修でおすすめは？
　Ａセンターで、９月１５日にスポーツ　体力の性差を考え直す　ドームセンターで
　　　　府立大　センターのホームページで　他にも
　　　　女子マラソン　体力的に無理と思われて種目になかった。
　　　  制度的に義務化をしてほしい！
　　　　中学　小学校との落差　
　　　　娘小学校…♪１年生君弟君のうた おこって帰ってきた。男は主役女は脇役？！
　＊あまりこういう研修に参加したことがなかったが、そうことだったのかとわかった。　　名簿、呼び方、トイレのスリッパの色など、いろいろ進んでいる学校に
　　別の学校では、違う。中学校でもまた違う。
　Ａ学生に話を聞くと、制服スカートがいやだった。ブルマがいやだった。（前になるが　　　…）
　＊女性の労働力の話が真新しくてよかった。
　　当たり前が、当たり前ではない。
　Ａ平等になると、男性が不利になると思っている人も…。平等は、男女ともにいいこと
　　であるはず。ジェンダーを学ぶ男性の学生も増えてきている。
　＊２年生担任　学童　共働き　父がむかえに来る人も
　　小さいとき、家庭に誰か家にいてくれたら…と思う人もいる。
　　一生懸命働いている姿を見せることで
　　忙しい中で、関わっている姿も見せることで
　　子どもの意識も変わっていく。
　Ａ学童保育の施設が不足している。制度を整えていくことが大切。自治体によって格差　　が激しい。指導員の労働条件にも問題がある。
　＊小学校勤務　女性労働者を納税者にして、高齢者社会を乗り切る。
日本では、うまくいかないように思う。スウェーデンでは、どうしてうまくいっている？
　Ａ企業福祉が発達している。
　　戦後、福祉を企業に任せてしまった。企業間の格差が起こってしまった。
　　企業から税金を払ってもらって、それを再分化していく方法にしていけばうまくい
　　くのではないか。
　　うまくいっている国はそういうやり方で。
　＊中学　名簿　混合名簿のところにいた。
　　現任校　話題にのぼったが、ダメ。　体育の授業が別なのにという理由で。
　　男女平等に働ける職場、社会をめざしてがんばってきたが…。
　　体調を崩して
　　混合名簿にしないに落ち着いてしまう。
　　男性…女より上にいる方が安心　自分が中心になっていたい、幼い男性ばかりといっ　　　　　しょだった。男性も脇役にまわってがんばってほしい。
　Ａ大学でもよく似たことが多い。世代が変わると、変わっていくのでは。男性には、　　　男性のしがらみとどう向き合うのかという課題がある。大学でもできるだけ議論をして改善の努力を行ってきたし、これからも必要であると思う。

